








































































































なお、上記の星川の議論は、J.タケット氏による論文 J. Tuckett “ The a Priori Critique of 
the Possibility of a Phenomenology of Religion: A Response to the Special Issue on ̒ Schutz 
and Religionʼ , Human Studies, Vol. 42, 2019に対し、批判を加えたものでもある。同論文は、
星川と M. Staudigl 氏が 2017 年に Human studies 誌の特集“Special Section: Alfred Schutz and 
Religion”（Vol.40, Issue 4, 2017）に掲載した論文“A Schutzian Analysis of Prayer with 






教研究所所属）において発表され（6 月 5 日。発表タイトルは「妙好人の研究」）、後に論文「変
容する妙好人像」として結実し『メディアの中の仏教：近現代の仏教的人間像』（森覚編著、勉誠
出版、2020年 3月）に掲載され発表された。同論文では、理想の宗教者像の探究を通じて宗教者
の意識に対する解釈や宗教的現象・体験自体の捉え方が、時代的・社会的な背景によって変化し
うるということを明らかにしている。この論点は、たとえば、研究が進めば宗教的現象・体験に
たいしてより正当な評価を得ることができるであろうと考えることができるならば、些末なもの
に見えるかもしれない。しかし、このように意識内容に関して外部的な要因の影響を許容するの
であれば、仮に心の哲学における心的内容の外在主義の立場などと結びつけて考えると、宗教者
の意識のあり方にとって時代的・社会的影響はより本質的なものとして考えざるをえなくなる可
能性があることが、渡辺の議論により示唆された。 
さらに、臼木は研究会での意識研究の成果の一部を利用して 2020年 1月に論文「社会変動と地
域回帰」（『日本の明るい未来を切り拓く人材を養成 地域創生への招待』所収）を発表した。同
論文では、近代における地方から都市への流れを社会変動の視点から考察し、現代における都市
から地方への流れを地域回帰の視点から分析している。そこでは、欧米と日本の社会変動の違い
を明らかにし、それによって都市と地方をめぐる社会構造の日本的な特徴を明らかにし、それに
よって生じる地域回帰の現象を考察し、来たるべき社会に対する提言を行なった。こうした議論
を通じて、地域への帰属意識など社会構造が意識に作用する側面に関し知見を公表し、意識研究
がもつ現代的な意義を明らかにした。 
こうした研究活動のもと、本研究会の成果の発表を準備中である。次年度は、こうした研究成
果を踏まえつつ、科学が意識の主観的側面を扱えるかどうかを占う意識の「ハードプロブレム」
を検討しつつ、意識の主観的側面と客観的側面との関連付けの方法を探っていくこととする。ま
た、一人称記述や三人称記述などによる意識経験の記述の違いについて検討し、意識の社会的側
面について探究する。さらに、ヴァレラの思想を唯識思想と関連付けて、意識研究に対する唯識
思想からのさらなる補完を行いつつ、新たな意識モデルを検討していくこととする。 
